情報モラル教育実践授業報告書

	対象学年
	小学校６年

	領　　域
	道徳

	指導項目
	２－（３）友情


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	情報社会の倫理

	コード
	ａ３－１
	指導事項
	他人や社会への影響を考えて行動する。


	授業前の児童生徒の状況
	　学級36名中，携帯電話を持っている児童は15名（41.7％），メール送受信の経験のある児童は24名（66.7％，家族の携帯利用を含む）である。このような時期に，個人情報や人権，望ましい人間関係構築について考えさせることは有効であると考える。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	　携帯電話あるいはコンピュータを使ったメールで，不用意な内容のメールを送ると，それが自分の意図しない内容として捉えられ，いじめや人権侵害の加害者になってしまう危険性があることに気付かせる。そして今後，メールなどで情報発信をする場合は，相手の立場や人権を十分に意識して慎重に行う判断力を付けさせたい。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	・　文部科学省発行の「小学校道徳　読み物資料集」を利用し，二人の主人公それぞれの立場の気持ちを考えさせることで，情報伝達の危険な一面に気付かせ，自分達がどのように情報発信すればよいかを考えさせる。

・　問題が起きた場合，どのように行動すればよいかを児童同士で話し合わせ，問題解決能力を高めさせる。

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）

または資料等
	○文部科学省　小学校道徳　読み物資料
　（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/doutoku/）

　知らない間の出来事


＜導入段階でのアンケート＞

・　学級36名中，自分専用の携帯電話を持っている児童は15名。

・　15名中，メールの送受信をしている児童は13名。

・　家族が持っている携帯電話でメールを送受信した児童は11名。

＜児童の感想例＞

・　言葉は一度間違うと，すごく変わってしまうので，言葉を選ぶことは大切なことだということがすごく心に残った。

・　もし，あゆみさんのように悲しんでいたり困っていたりする人がいたら，助けようと思った。

・　知らないうちに相手を傷つけているかもしれないと思うと，少し不安になった。

・　自分の行動や言葉に責任をもちたい。

・　自分の考えや推測だけで，相手のことを決めつけてはいけない。

・　少しのことで，あっという間に広がっちゃうなんて，メールは怖いと思った。

・　携帯電話は便利だけど，誤った使い方をしてしまうと，怖いし凶器になるものもあるので，気をつけて扱えるようにしたいと思った。

・　証拠もないことを，メールで流すのはよくないと思った。ただの推測が大事になるので，メールだけではなく，手紙や他にも，使い方を間違えると危険だと思った。

・　携帯電話がなくなったら，どうなるだろう。携帯電話によるいじめはなくなるのだろうか。

・　もし私があゆみさんだったら，すごく悲しい気持ちになって，学校に来たくなくなると思う。また，私がみかさんだったら，メールをしたことを後悔し，私も電話で謝ると思う。

・　自分の悪口や嫌みを，自分が知らない間に交換ノートなどに書かれていて，もし，それを自分が見つけたら，とてもショックだし，それが，クラス中に広がっていたら，もう学校には行きたくなくなると思う。

・　自分の思い込みで，人の心を傷つけてしまうことがわかった。

・　携帯電話はメールや電話など，とても便利なものだけど，時には心を傷つける凶器になることが分かった。

・　自分の気持ちだけでなく，相手の気持ちも考え，みんなに言っていい事，悪い事をしっかり区別する。

・　先生が言っていたように，ノートに冗談でも“死ね”“消えろ”などという言葉を書くことはぜったいにいけないことだと，改めて強く感じた。

・　知らない間に，本当ではないことがたくさんの人に広まり，あゆみさんは教室にとてもいづらかったのだと思う。
評価
	児童生徒について
	児童生徒の
興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　安易な考えで人のことを傷つけてしまうことに，改めて気付いたという感想が多く見られた。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　多くの児童が，メールなどで安易に情報を流すことの危険性について理解できた。

	
	児童生徒の
変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　児童の感想の多くが，メールや手紙などによる悪口の重大さに気付くことができたという内容だった。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　読み物資料を使用して授業を行う場合，視聴覚機器を準備する必要がない。資料の価値や内容についての教材分析は必要である。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等

・　スムーズに授業を展開することができ，児童の反応もよかった。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　児童にメールや手紙に他者を傷つけることを書くことによるいじめや人権侵害の危険性について理解させることはできたと思う。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　読み物資料集は少し内容が多いが，二人の主人公それぞれの回想を対比した内容で児童にとって理解しやすく，問題点を捉えやすいものだった。

	＜実践の感想及び反省点等＞

・　今回，授業実践した児童たちは，携帯電話等のメールの経験がまだあまりなく，メールの功罪についてもまだあまり意識してなかった。こうした時期に，今回の指導は重要であり，効果的だと考える。また，児童の感想から，読み物の主人公の立場を自分に置き換えた考えが多数見られた。今回は，道徳の時間における情報モラル教育であったが，教育活動全般で情報モラル教育を意識して，児童に正しい知識や考え方を考えさせていくことの大切さを感じた。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	５

分
	１　携帯電話（所持率，メール送受信の経験）について，学級の現状を把握する。
	・　児童個々の携帯電話の活用状況をつかむ。

・　本時は，道徳の授業ではあるが，情報ツールの利用環境を確認することで，情報モラルについても潜在的に意識させる。

	展　開
	30

分
	２　読み物資料「知らない間の出来事」を聞く。

３　わき目もふらず家に帰る，あゆみの気持ちについて考える。

　・　これから，このクラスでみんなと仲良くできるか，不安。

　・　自分は何も悪くないのに，くやしく悲しい。

４　携帯電話を持っていないあゆみについて，みかはどう思ったかを考える。

　・　携帯電話を持っていないなんて，驚いた。

　・　せっかく友達になれると思ったのに，がっかりした。
５　電話番号を書いた紙を元に戻し，あゆみに電話をしようとしたみかの気持ちを考える。

　・　あゆみに悲しい思いをさせて，すまない。

　・　自分の想像でメールを流してしまい，あやまりたい。

６　今まで，友だちと仲直りして，友だちのよさを感じた経験を話し合う。

　・　友だちと言い合いをした後，互いに素直に謝って仲直りできた。
	・　教師による資料の範読により，二人の主人公の立場や気持ちをつかませる。

・　あゆみの行動から，気持ちに注目させる。

・﷒　携帯電話を持っていないあゆみに対して，みかの本当に残念そうな気持ちを理解させる。

・　みかが自分のメールで，あゆみを傷つけたことを素直に謝ろうとする勇気に注目させる。

・　自分を振り返って，素直な気持ちで友達と接することの大切さに気付かせる。

	ま　と　め
	10

分
	７　教師の体験談を聞く。

８　本時の授業で思ったことや考えたことを，ワークシートにまとめる。
	・　友人との誤解が解け，さらに友情が深まったことと，ノートに悪口を書かれて傷ついたことなどの，教師の体験談を聞く。

・　本時の授業を受けた感想を，自分なりの言葉でまとめさせる。
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